
 
 
 

 
  
 
 

    
 

 

 

 

 
 
六本木ヒルズ展望台 東京シティビューでは、2016 年 9 月 24 日（土）～11 月 13日（日）の期間限定で、東京を一望し

ながら「芸術の秋・読書の秋・食欲の秋」を満喫できる天空のパノラマラウンジ『Tokyo City View Lounge』を展開いたし

ます。海抜 250m に位置する森タワー52F 展望フロアから見られる東京シティビューならではの絶景とともに、秋の夜長を

ゆったりとお過ごしください。 
 
東京の過去/現在/未来をみつめる『Tokyo City View Lounge』内の特別企画として、『大都市に迫る 空想脅威展』のエ

リアも登場。同展示は「日本の特撮」をテーマとし、ガメラやギャオスなど、1960 年代から盛り上がった日本の特撮作品に

登場した「空想脅威」の歴史や誕生秘話などをご紹介します。また、縮尺 1/1000の都市模型（森ビル㈱制作、通常非

公開）も登場し、怪獣目線になれるような映像仕掛けで、「空想脅威」をよりリアルにご体感いただけます。さらに、『Tokyo 

City View Lounge』内の Book Cafe Lounge では、ガメラをイメージした本展とのコラボメニューも登場し、食欲の秋を満たし

ます。今年ならではの『Tokyo City View Lounge』をお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜「Book Cafe Lounge」 イメージ＞ 

 

 -天空のパノラマラウンジ 『Tokyo City View Lounge』- 
芸術の秋   「Photo Lounge」 
 
東京シティビューから撮影した風景写真を一般募集している「フォトコンテスト」の第 3期までの受賞作品 24点を展示します。

展望台から見える様々な景色を切り取った素晴らしい作品の数々を、実際の景色と重ねてお楽しみください。 
 

特別企画 「大都市に迫る 空想脅威展」 
 
ガメラやギャオスなど日本の特撮作品に登場してきた「空想脅威」の歴史や誕生秘話などをご紹介！ 

通常非公開の都市模型や、撮影で実際に使われたガメラヘッドと一緒に撮影ができる写真スポットも登場します。 

 

読書の秋・食欲の秋   「Book Cafe Lounge」 
 
「BOOK TRUCK」をプロデュースする三田修平氏が選ぶ「東京」をテーマにした約 500冊の本が並ぶラウンジが登場です。 

天井吹き抜けの空間に広がる Book Cafe Lounge には、特別企画『大都市に迫る 空想脅威展』とのコラボメニューも展開 

します。 

 2016年 9月 13日 

森ビル株式会社 

2016年 9月 24日（土）～11月 13日（日） 

秋の東京を一望できる天空のパノラマラウンジ 『Tokyo City View Lounge』  

～コラボメニュー登場！ガメラなど“特撮”の世界を体感できる『空想脅威展』エリアも展開～  



 
 
 

 

東京シティビュー52F 回廊内が、「東京」という街の眺望をゆっくりと楽しめるパノラマラウンジに姿を変えます。ラウンジは東

京シティビューから撮影した写真を展示する「Photo Lounge」と、約 500 冊の本に囲まれながら読書を満喫できる「Book 

Cafe Lounge」の 2 つの空間をお楽しみいただけます。 
 

芸術の秋 

東京シティビューから撮影した写真を一般募集している「東京シティビューフォトコンテスト」から、第 1 期～第 3 期（2015 年

10 月～2016 年 6 月）までの受賞作品 24 点を展示いたします。常に変化し続ける東京の街並み、赤く燃える夕日、美し

く光る夜景、きらめく星。どれも一望できる六本木ヒルズ展望台 東京シティビューの四季折々の表情をご覧頂ける機会と

なります。同フォトコンテストは第 4期として、9月 30日まで作品を募集中です。 
 

 「Photo Lounge」 東京シティビュー フォトコンテスト 概要 

募集テーマ： 東京シティビューから撮影した風景写真（六本木ヒルズが写っている風景写真でも可） 

応募方法： オリンパス株式会社が運営するウェブサイト「Fotopus（フォトパス）http://fotopus.com/」にて応募受付 

応募期間： 【第 4期】 2016 年 7月 1日（金）～9月 30日（金） 

参 加 費： 無料 

賞 品： 東京シティビュー年間パスポート、東京シティビュー広告ビジュアルへの採用、オリンパス製カメラ等 

協 賛： オリンパス株式会社 

＜展示作品の一例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

読書の秋・食欲の秋 

移動式本屋「BOOK TRUCK」がプロデュースする「Book Cafe Lounge」が今年も登場します。「展望台」、「東京の都市」、

「日本の特撮」の 3 つのテーマのもと、厳選した書籍や写真集、ガイドブックなど昨年よりボリュームアップし、約500冊をご用

意。お好きな本を選びいただいた後は、窓の外に広がる海抜 250ｍの夜景を眺めながら、ゆったりとしたラウンジ空間で読

書をお楽しみいただけます。クラシック・ジャズの音楽が流れるラウンジ空間では、2 人掛けのカップルシートもご用意しており

ます。広々とした落ち着いた空間で、読書の秋を満喫いただけます。 

 

 

 

  

 カフェメニュー提供時間：11：00～22：00（L.O.21：30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

天空のパノラマラウンジ 『Tokyo City View Lounge』 

「Book Cafe Lounge」  

 

＜BOOK TRUCK＞ 

公園や駅前、野外イベントなどの行く先々に合わせて、その都度品揃えや形態が変わるフ
レキシブルな移動式本屋。UNITED ARROWS 原宿本店ウィメンズ館でのショップインショッ
プや、森ビル主催の赤坂蚤の市など精力的に出店中。 

 

「Photo Lounge」 

 

フォトコンテスト ロゴ 

第 1 期 最優秀賞 

「夕暮れを待ちわびて」Hitran 

第 2 期 アート＆ビュー賞 

「Twilight Fuji」 onotch 

第 3 期 東京シティビュー賞 

「Tokyo Bay Lights」 onotch 

＜『Tokyo City View Lounge』 開催概要＞ 
 
会   期： 2016年 9月 24日（土）～11月 13日（日） 

※期間中、イベント等でクローズする日もございますので、Web サイトをご確認ください。 

時   間： 10:00～22:00(最終入館 21:30) ※Book Cafe Loungeでのメニュー提供は 11：00～22：00（L.O.21：30） 
会   場： 六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー内スカイギャラリー 

主   催： 東京シティビュー、㈱KADOKAWA 

特別協力： 東京人 

資料協力： 円谷プロダクション 

企画・製作： 森ビル株式会社 

入 場 料： 一般 1,800 円、学生 1,200円、4歳～中学生 600 円、シニア（65歳以上）1,500 円 

お問合せ： 03-6406-6652（六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー） 



 
 
 

＜都市模型展示スペース イメージ＞ 
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芸術の秋   
戦後、日本独自の文化として盛り上がってきた特撮作品。作品内では、

空想上の怪獣や怪人たちが幾度となく都市を襲ってきました。映画や

ドラマで人々の平和を脅かした空想上の怪獣や怪人たち（=空想脅威）

と都市との関係を、撮影で使用されたセットや模型とともに振り返ります。

通常一般非公開の縮尺 1/1000 の都市模型（森ビル株式会社制作）

が登場し、怪獣が壊してきた首都・東京のスポットを模型とともにご覧い

ただくことが出来ます。 
 

また、会場内には貴重なガメラの製作資料や破壊された東京タワー、まる

で都市模型の中に入り込んだような気分になるフォトスポットを設置。Book 

Cafe Lounge では、ガメラをイメージした本展とのコラボメニューも登場！さら

に、東京シティビュー内スーベニアショップでは、特撮関連グッズも多数ご用

意いたします。 

 

 

 

 

 
≪エリアの構成≫  
みどころ その①： 怪獣の目線になれる！ 通常一般非公開の巨大都市模型を公開 
縮尺 1/1000 のスケールで東京を精巧に再現した巨大な都市のジオラマ模型に、空想脅威が迫ります。数ある特撮作品

で生み出されてきた怪獣たちは、東京のどこに姿を現していたのでしょう。最新の 3D地図を用いながら振り返ります。 

 

みどころ その②： 怪獣体験ができる！ 
もしあなたが巨大な怪獣になって都市を見下ろしたら、街の人の目にはどのように映るのでしょう。眼下に広がるのは縮尺

1/1000の新宿副都心と西新宿の街並み。1,000倍の大きさになって、突如都市に現れた怪獣の気分を味わいませんか。 

 

みどころ その③： ガメラ登場！守護者のもたらした空想脅威 
昭和から平成と、数々の空想脅威に対する守護者として描かれ続けてきた怪獣、ガメラ。1965 年から 12 作品もの映画

作品でライバル怪獣たちと死闘を繰り広げました。都市破壊の描かれ方を製作資料で振り返るとともに、「ガメラ 2 レギオン

襲来」における “最終防衛線”を 2016年の設定でシミュレーションする企画展示もおこないます。 

 

みどころ その④： 空想脅威年表 
日本では戦後、映画やテレビドラマなどで様々な空想脅威を描く作品が生み出されてきました。時代ごとの社会情勢と密

接に関連しながら、私たちの平和を脅かす様々な怪獣たち。それぞれの時代の空想脅威を振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『Tokyo City View Lounge』特別企画 『大都市に迫る 空想脅威展』 

「ガメラ 大怪獣空中決戦」 ©KADOKAWA 
日本テレビ 博報堂 DY メディアパートナーズ/1995 
※この画像設定の展示はございません。イメージです。 

特別企画 「大都市に迫る 空想脅威展」  

 



 
 
 

 
 
『Tokyo City View Lounge』内の Book Cafe Lounge では、ガメラをイメージした本展とのコラボメニューも登場いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
※カフェメニュー提供時間：11：00～22：00（L.O.21：30） 

 

 

海抜 270ｍ、オープンエア形式の展望施設としては関東一の高さを誇る“都内で最も空に近い場所”東京シティビュー

「スカイデッキ」（六本木ヒルズ森タワー屋上）では、四季折々の気象現象をご覧いただくことができます。珍しい気象現象に

遭遇することも！？株式会社ウェザーニューズの森田清輝さんに「秋の気象の特徴」について伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガメラバーガー 1,280 円（税込） 
※1日限定 20 食 

ガメラのグリーンスムージー 
800 円（税込） 

シュー生地を使い、立体的にガメラを
表現。中には相性の良いローストチキ
ン・トマトサルサをサンドし、“火を噴く”
辛さのハラペーニョがアクセントに。下
にはトマトをあしらい、火を噴いて飛ん
でいる様子を表現しました。 

＜本件に関するお問合せ先＞ 
森ビル株式会社 東京シティビュー広報担当 杉、平田 株式会社プラップジャパン 蒲原（かんばら）、中野、須藤 
TEL：03-6406-6382  FAX：03-6406-6483   TEL：03-4580-9101  FAX：03-4580-9127 
 MAIL：pr.roppongi-hills@ml.prap.co.jp 
 

 

“都内で最も空に近い場所”東京シティビュー 「スカイデッキ」から見られる秋の空 

『大都市に迫る 空想脅威展』特別コラボメニュー 

ガメラメニュー2 点を同時にセットでご
注文いただいたお客様へ、オリジナル
コットン巾着をもれなくプレゼント！
（限定 100 枚、先着順） 

＜購入者特典＞ 
 

美容と健康に良いグリーンスムー
ジー。小松菜とバナナ、ミルクの他
に、スーパーフードのチアシードも
入ったヘルシーなドリンク。グラス
の縁には、ガメラの甲羅に見立て
たパイナップルも！ 

 
※イメージ 

 
暦の上では、まもなく秋分ですね。（9月22日） 秋、感じてますか？ 
 
東京の最高気温は連日30度を超える日が多く、残暑厳しい毎日となっています。朝晩の空気が涼しくなったり、秋の虫
の音が聞こえてきたり、サンマの話題は出始めたり、少しづつ秋の気配は感じるものの、なかなか昼間の暑さにそれが吹き
飛ばされそうになりますね。 
 
続く暑さにぐったりしそうな時、ぜひ台風が過ぎた後の空を見上げてみてください。 
 
9月4日、ノロノロ台風と呼ばれた「台風12号」が九州・長崎に上陸しました。関東では雨の予報でしたが、この予報は大
ハズレ。空は良く晴れ、夕方には目にも鮮やかな【金色の夕焼け空】が広がりました。この金色の色合いは多くの人に季
節の変わり目を予感させたようです。 
 
また、翌週の9月8日、スピード台風の「台風13号」が南海上を通過して行きました。この時ジェット気流の南下と共に空
に広がってきたのが【巻雲】。刷毛で書いたような綺麗な雲に秋の空を感じた方が増えたのではないでしょうか。 
 
毎日違う姿を見せる空。そこには少しづつ秋のサインが出始めています。 
季節の歩みを空を見上げて感じてみてはいかがでしょうか。 

株式会社ウェザーニューズ 森田清輝氏 執筆 

東京シティビュー スカイデッキより 荒谷良一氏撮影 

mailto:pr.roppongi-hills@ml.prap.co.jp

